第3章 その他河川整備を総合的に行うために必要な事項
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第1節 地域や関係機関との連携に関する事項
治水施設による対応には限界があることから、雨が降っても河川に流出する量を減らすための流出抑制に積極的に取り組みます。具体的には、流域における住民等との連携による、ため池などによる流出抑制機能の活用や、行政指導により開発者が開発行為に起因する流出増分を抑制するため設置する流出抑制施設を下流の河川整備後も恒久的に存続させる制度などについて、今後、検討していきます。併せて、河川氾濫や浸水が起こった場合でも被害が最小限となる街づくりに向けた家屋の耐水化などの検討を行います。

また、芦田川水系の河川環境の良好な姿を引き継いでゆくため、地域住民や関係機関との連携を図りながら河川愛護精神の醸成に努めます。
○雨が降っても河川に流出する量を減らす。　　　　　　

⇒流出抑制　（家庭での貯留施設の設置やため池の治水活用など）
○河川堤防の決壊による氾濫をできるだけ回避するなど、
河川へ出てきた水は可能な限りあふれさせない。　　　

⇒治水施設の保全・整備　（河川改修・堆積土砂除去など）
○河川からあふれても被害が最小限となる街をつくる。　

⇒耐水型都市づくり　（家屋の耐水化・高床化などの促進）
○河川からあふれそうなときはできるだけ早く逃げる。　
⇒情報伝達・避難　（洪水はん濫・浸水による危険性の周知、避難体制づくりの促進など）
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図3-1  各手法の考え方

○芦田川水系の河川環境の良好な維持管理を進めていくため、高石市および地域住民や既存の市民参加によるワークショップ「みずからまもろう　ふるさと芦田川の川」など多様な団体と連携し、芦田川と地域住民がより強く結びつくような河川愛護精神の醸成に努めます。
第2節 河川情報の提供に関する事項

河川氾濫や浸水に対しては、高石市と連携し、住民が的確に避難行動をとれるよう、①住民への河川氾濫・浸水による危険性の周知、②住民が的確に判断し行動するために必要な情報の提供・伝達、③住民自らが行動できる体制づくりと避難訓練、を実施します。

具体的には、降雨量に対する現状の治水施設の安全度及び被害の発生状況等をわかりやすく周知する洪水リスク表示図の作成・公表を行います。また、現在、実施しているホームページ等での情報提供（雨量、水位）に加え、地上波デジタル放送の活用についても取り組み、高石市が発表する避難情報や住民の自主避難の参考となるよう、更に効果的な情報提供に取り組みます。

加えて、住民と連携し、わかりやすい防災マップの作成（町会単位等）作業や簡易型図上訓練等を通して、住民が自ら行動できるきめ細やかな避難体制づくりに取り組みます。

東日本大震災のような計画を超える規模の地震津波災害に対しても、高石市と連携し住民の安全な避難行動や地域防災活動を支援し、被害の軽減に努めます。

さらに、住民のニーズに対応した河川に関する情報を提供するため、河川環境情報図を大阪府ホームページなどに公開するとともに、住民からの情報提供に基づき河川環境情報図の内容の更新を行うことで、情報の共有化を進めていきます。その際には、住民の誰もが理解し易いように、寄せられた意見をもとに改良・工夫を加えるように努めます。

また、平成9年12月に策定された芦田川ふるさとの川整備計画に基づく安全で親しみやすい良好な水辺空間の整備に伴い、河川がもつ自然の豊かさや、その反面の危険性を内在しているという認識を「水辺の学校」などの体験学習の場を通じ、子供の頃から身につけられるように関係機関とともに取り組みます。





第3節 その他河川整備とともに勘案する事項
河川管理用通路の整備については、高石市が実施する芦田川ふるさとの川整備事業と連携して、安全性にも配慮し、案内板などのサイン計画や魅力的な夜間景観となるような照明計画を検討し、快適な空間づくりに努めます。
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図3-2 洪水リスク図の作成と利用イメージ





図3-3 インターネット公表のイメージ





図3-4 地上波デジタル放送の活用イメージ





図3-5 わかりやすい防災マップイメージ
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